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視覚と聴覚の空間情報を
心的に操作する

若手の会企画

　そこに物体があるという空間的
気づきは，視覚だけでなく，聴覚
からも得ることができる。特殊な
場合には，ソナーのように音を自
ら発して反射音を聴く。音だけで
物体までの距離を推定させると，
視覚よりもやや不正確であること
がわかったのだが 1，それでも視
覚の代わりの手段として，テクス
チャや大きさ等の弁別を行える。
　ある感覚（モダリティ）が空間
的に優勢だったとしても，他の感
覚で情報を補う行動は，哺乳類で
は一般的に観察できる。ある種
のコウモリでは，標的距離と明る
さに応じたモダリティ切り替え戦
略が示唆されている。聴覚は指向
性が高く，すぐに減衰してしまう
ため，代わりに広い視野で情報を
補う。鯨類でも類似した視覚利用
戦略があるかもしれない。ネズミ
イルカにとって聴覚情報は高い定
位精度をもつはずが，なぜか視覚
に依存する可能性があった。実際，
遊泳中のイルカに視覚阻害をして
みると，自由に遊泳できなくなり
衝突制御の精度が低下した 2。こ
れらのことは，一部の哺乳類は視
覚と聴覚を相補的に利用している
可能性を示す。視覚と聴覚から得
られる情報は類似しているのだろ
う。ある図形を数秒後に再確認す
る記憶テストで，小型鯨類は聴覚
だけで特定した三次元図形を，視
覚情報だけで正解できる。

　いくつかの感覚による情報補完
は同じようにヒトでも考えられる。
ここで，モダリティ切り替えに着
目してみる。同じ対象に関する空
間情報を視覚だけでなく，聴覚か
らも同時または順番に取得し情報
の照合を行う場面で，イメージと
して浮かべる対象が，視覚と聴覚
で共通であるかが重要になってく
る。これらの情報の照合にコスト
が生じる場合は，イメージを素早
く，あるいは正確に切り替えるこ
とは難しくなってしまう。
　より具体的には，上の記憶テス
トが対象とする一時的なイメージ
について，素早く正確な切り替え
ができる場合，①イメージを記憶
する場所が別々に存在しない，②
聴覚と視覚の情報を切り替える損
失が小さい，という共通性の観点
を検討してみた 3。①については，
いくつかの画像や音声を記憶さ
せるテストで，その成績から直接
的に記憶容量を計算して確認でき
る。容量値の大きさから，画像と
音を同時に記憶すると，互いの容
量スペースに干渉することがわか
り，記憶する場所が共通である可
能性がわかっている。②について
は，記憶テスト成績が記憶更新の
精度を反映するように実験手続き
を改良した。視覚と聴覚でそれぞ
れ示される上下左右方向の指示に
従って心的に標的を追いかけるテ
ストを実施した。ここでのモダリ

ティ切り替えの損失とは，情報の
照合や統合の失敗を意味する。し
かし，そのような損失は検出され
ず，情報更新の側面でも共通性が
支持されることがわかった。
　他の哺乳類と同じように視覚と
聴覚への依存を切り替える戦略
については，手がかり刺激の区別
のしやすさを操作すれば観察で
きると考えた 3。方向指示に従っ
て標的を追いかける時，視覚より
も聴覚の方向が区別しやすくなる
と，そうでない時に比べて，実験
参加者は優位な聴覚情報を利用し
た。聴覚の優位性を段階的に逆転
させていくと，促進と干渉の特徴
は，ちょうど視覚のそれと対称的
に変化していった。このように，
感覚の種類にかかわらず，優位だ
が嘘の情報が他方の感覚情報に影
響することが明らかになった。重
要なことは，優位な感覚情報は真
偽にかかわらず無意識的に利用さ
れてしまうのだが，本当の情報も
同時に利用しており，視覚と聴覚
のどちらか一方だけに頼り切ると
いうわけではなかった。したがっ
て，ヒトや他の哺乳類では，いく
つかの感覚から得られる情報入力
を排除せず，むしろ共通性をもつ
情報への依存を許容しているのか
もしれない。今後は仮想空間技術
等を応用することで，これらの知
見に対する考察を深めたい。
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